
会派 進政会 研修視察報告書 

報告者 ⻑友潤治 

【調査⽇】 令和6 年12 ⽉25 ⽇（⽔） 

【研修場所】 神奈川県藤沢市辻堂 アイクロス湘南６Ｆ 

【研修項⽬】 ＃Ｒe 地⽅議会 スタディ・ミーティング2024 

Ⅰ、研修概要 

① 主催者 ⼀般社団法⼈ 地⽅公共団体⽀援機構 

② 参加⼈数 各地⽅公共団体より64 名 

③ 研修次第 

⑴ 開会あいさつ 

⑵ 名刺交換 

⑶ 間違いだらけの議会×× 

⑷ ホワイトな議会へ 

⑸ データ活⽤実践ワークショップ 

④ 内容 

テーマ「間違いだらけの議会××」についての研修では、講師の⻑内⽒がこ

れまでの議会改⾰について、その意義や課題を冷静に問い直す内容を話され

た。⻑内⽒は、議会改⾰が全国的なトレンドとして進められてきたものの、そ



れが本当に街の発展に繋がったのかを疑問視されている。私⾃⾝の経験から

も、議会改⾰によって街が良くなったとは感じておらず、むしろ地⽅議会が本

来担うべき⾏政のチェック機能や政策の検証といった役割が⼗分に果たされて

いなかったのではないかと指摘されました。特に、地⽅分権から地⽅創⽣の時

代に移⾏する中で、国が策定を求めた総合戦略への関与やその後の検証が不⼗

分であった点を問題視し、議会が本来の役割を⾒直す必要があると述べられ

た。 

さらに、「開かれた議会」という⾔葉についても、その実態を改めて考える

べきだと提起された。市⺠からの請願や陳情に対して議会がすぐに対応せず、

次の定例会まで議会を開かない現状では、市⺠にとって本当に開かれた議会と

は⾔えないのではないかと指摘され。また、市議会の広報や広聴活動について

も、⾸⻑が広く浅く市⺠の意⾒を聞くのとは異なり、議会は狭く深く市⺠の意

⾒を聞き、それを議論に反映させることが重要だという考えを⽰された。その

ため、広報活動や公聴会が必ずしも必要ではない場合もあると述べられた。 

今回の研修を通じて、私⾃⾝もこれまでの議会改⾰には誤りや不要な取り組み

があったと感じた。しかし⼀⽅で、今市⺠から議会に求められているのは、⾏

政のチェック機能に加えて、政策提⾔や議会の⾒える化といった新たな役割で

はないかと考える。これからは、議会本来の役割をしっかり果たしながら、議



会改⾰の本来の意味を考え直し、市⺠の期待に応えられる議会の在り⽅を模索

していきたいと感じた。 

テーマ「ホワイトな議会へ」についての研修では議会が議会改⾰や調査等を

⾏う際に議会事務局任せではないかとの問いがあった。議会本来の役割を果た

す為に⾃らが主導的に業務を果たす事が本分であるが、確かに事務局任せにな

っている部分もあると感じる。仮に都城市議会事務局職員への負担が過剰にな

っているのであれば是正の必要があり各議員がその認識を持つ必要があると感

じた。 

テーマ「データ活⽤実践ワークショップ」についての研修では講師渡辺⽒よ

り議会の⼀般質問や調査等においてまず必要なデータにいかにアクセスできる

かが重要であると述べられた。その⼿段として「e-stat」を活⽤したデータ収

集を挙げられ、その演習を⾏った。私は⼀般質問の資料として正確なデータに

基づいた質問でなければならいと認識しているが、中々思う様なデータにたど

り着けないという事を何回も経験している。今回の研修は以前の委員会の研修

会においても渡辺⽒より同じ内容で研修を受けているが今回はより詳しく演習

を交えて学んだ事は⼤変有益であったと感じる。今後は「e-stat」を活⽤しよ

り正確なデータに基づき議員活動に役⽴てていきたい。 

 



会派 進政会 研修視察報告書 

報告者  黒木 優一 

 

【調査日】  令和 6年 12 月 25 日（水） 

【研修場所】 神奈川県藤沢市辻堂 アイクロス湘南６Ｆ 

【研修項目】 ＃Ｒe 地方議会 スタディ・ミーティング 2024 

Ⅰ、研修概要 

① 主催者  一般社団法人 地方公共団体支援機構 

② 参加人数 各地方公共団体より 64 名 

③ 研修次第 

⑴ 開会あいさつ 

⑵ 名刺交換 

⑶ 間違いだらけの×× 

⑷ ホワイトな議会へ 

⑸  データ活用実践ワークショップ 

④ 内容 

  研修は 3～4人のグループで受けた。 

  最初に名刺交換があり、15 人程と交換した。 

  その後は、次第に沿って進められ、時には参加者の発言を求められ、我々都城市議に

も政策形成ガイドラインの策定等について発言の機会を頂いた。 

  内容をまとめると、議会改革を進めてきて市や町が良くなったかどうかを考え、議会

改革がある程度進んできたのであれば、市民のためになる政策を一番に考えて実行し

ようということだったと思う。 

  また、全国同じような議会改革は、誰かの思惑に乗らされているのではないかという

疑問も持った方がいいともとれる内容もあった。そして、議会改革をやったことでブラ

ック議会になっていないか考え、ホワイト議会を目指そうというものだった。 

  渡辺氏の講義はデータ活用をして、自分の町の状況をしっかり把握して政策につなげ

ていかなくてはならないというもので、実際に e-stat を使う練習をした。 

Ⅱ、研修の感想と成果 

今回のような研修はあまり経験がなかったが、いろんな方が参加していてやる気の

ある（政策意欲）議員がほとんどだったと思う。 

内容については、長内先生が早稲田大学マニュフェスト研究会に所属されていたこ

ろと比べると議会改革について考え方が大分違ってきたのかと感じた。 

しかし、地方創生総合戦略で町はよくなったかとの問いかけには、みな「否」とい

う答えだったと思うし「ドキッ」としたと思う。 

データ活用術はなかなか難しいが慣れていかなくてはいけないと思う。 

今回の研修で学んだことに取り組みながら、今後の政策提言や、一般質問の質を上

げていきたいと思った。 



研修の様子 

 

 

 

 

 








